
 

 

子育て中のあなたの周りには、たくさんの仲間や応援団がいます。         

気軽に相談しながら、周囲の方の力も借りて、子育てをしていけるといいですね。 

 

心の大月ルール 

○毎日きちんとあいさつさせよう  

○我慢させ、他人の子どもでも叱ろう

○人を敬う心を育てよう 

○子供に手伝いさせよう 

○その日の内に話をさせよう 

 大人が変われば、子どもが変わる 

           子どもが変われば、未来が変わる 

小さな子どもを育てていらっしゃる保護者のみなさんへ 

 

 を  

   を 

～子どもたちの規範意識を育むために～ 

🔵 規範意識とは、 

  「法令などの社会のルールの大切さを理解し、 

それらを守ろうとする意識」です。 

🔵 大切さは十分わかるけれど… 

  「大きくなるにつれて、身に付いていくものではないの？」 

  「決まりを守らせるために、いつも厳しくしないといけないの？」 

🔵 そんなことはありません。難しいだけ、厳しいだけのことではありません。 

  小さな子どもの規範意識の芽生え🌱は、 

毎日の何気ない、当たり前の生活の中にたくさん溢れています。 

🔵 規範意識の🌱を育むためには大人はどのように関わるとよいのでしょう。 

  このリーフレットでは、保育所などでの保育のコツを交えて、家庭でもで 

きる情報をお知らせします。 

保健師 

医療スタッフ 

保健介護課、病院など 

同年代の 

親子 

公園、保健所、保育

所、学校など 

 

保育士・教員 

保育所・学校・役場・ 

公民館など 

地域の方 

公園、近所のお店 

など 

民生委員・カウ

ンセラーなど 

自治体の窓口など 



 

     

     

    毎日の生活の中で   徐々に外の世界と関わる中で  同年代の友だちと、一緒に遊んだりする中で 

「規範意識」の芽は 

このように育ちます 

 子どもは、身近な大人に教えられたり、友だちと遊ぶ中でけんかや仲直りなどを経験したりしながら、 

少しずつルールやマナーを身に付けていきます。発達に合わせて、上手に関わっていきましょう。 

お父さん 

お母さん 

大好き 

 

お父さん 

みたいに 

なりたいな 

 

お母さんが 

言っているから 

きっとそうだ 

いやだ！ 

自分のやり方 

がいい 

ちゃんと 

やったほうが 

楽しいよ 

 

心の 

つながりを 

育てる 

手本を示す 

 

教える 

褒める 

 

体験を 

通して 

学ばせる 

 

※「お父さん」「お母さん」は、父

母その他の保護者を表します。 

●話しかけたりスキンシッ

プを楽しんだりしながら、

身近な大人との心のつなが

りを育てましょう。 

●子どもは、信頼する大人の口調や 

しぐさをそっくりまねします。大人 

自身の振舞を見直すチャンスです。 

●大きな事故につながる危険な行為や、人を傷つける言葉などは、本気で叱りましょう。 

●挨拶や我慢、その場に応じた振舞など、よい行動ができたときにすぐ褒めましょう。 

●子どもは失敗を繰り返しながら、ルールやマナーなどを学びます。失敗を前向きに受

け止めて、体験から学ぶ姿勢を大切にしましょう。 

 
「いやだ」「じぶんでやる」と言って

は、できずにぐずります。時には危

険なことも。毎日、疲れます…。等 

『夜、なかなか早く寝てくれません。』 

まず、朝だけでも早く起こしてみるのはどうでしょう。生活リズムを一

度に見直すのはとても大変。できそうなところを子どもと一緒に確認し

て、できるところを増やしていくと気持ちいいですよ。 

☆早寝早起き朝ごはんは当たり前の

ようで難しいですね。まずは何か一

つからやってみませんか？それら一

つができていけばすごいことなので

す・家族みんなでいっぱい褒めて、

喜んでください。毎日の頑張りとた

まのご褒美。たまにはゆっくり過ご

す日もあっていいと思います。 『スーパー等で「買って」と大泣きします。』 

お出かけ前に、買う物の個数や品物の確認をするなど、お約

束をしてみるのはどうでしょう。いつも買うのではなく、買

わない日もあると分かると大泣きの日も減ってきますよ。 

『トイレトレーニングはどうするの？』 

家の外で遊ぶ時にパンツで過ごしたり、朝起きた時、お

昼寝から起きた時、トイレに行くと出るタイミングが合

いやすいです。出かける前の約束もいいですよ。 

 

 
子どもは楽しいことが大好き。大人も面白がって一緒にする

ことが秘訣です。できた喜びや自信が規範意識を育てます。 


